
政
令
第
二
十
八
号

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
組
織
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
百
八
十
六
号
）
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
水
防
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
四
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
八
千
九
百
円
」
を
「
九
千
百
円
」
に
改
め
る
。

別
表
中
「
一
二
、
四
四
○
」
を
「
一
二
、
五
○
○
」
に
、
「
一
三
、
三
二
○
」
を
「
一
三
、
三
五
○
」
に
、
「
一
○
、
六
七

○
」
を
「
一
○
、
八
○
○
」
に
、
「
一
一
、
五
五
○
」
を
「
一
一
、
六
五
○
」
に
、
「
八
、
九
○
○
」
を
「
九
、
一
○
○
」

に
、
「
九
、
七
九
○
」
を
「
九
、
九
五
○
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1
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長方形



１

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
第
二
条
第
二
項
及
び
別
表
の

規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定

め
る
政
令
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
損
害
補
償
（
以
下
「
損
害
補
償
」
と
い
う
。
）
並
び
に
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由

の
生
じ
た
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
同
令
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
傷
病
補
償
年
金
、
同
条
第
四
号
イ
に
規
定
す
る
障
害

補
償
年
金
及
び
同
条
第
六
号
イ
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
年
金
（
以
下
「
傷
病
補
償
年
金
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
適
用

し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
損
害
補
償
（
傷
病
補
償
年
金
等
を
除
く
。
）
及
び
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由

の
生
じ
た
同
日
前
の
期
間
に
係
る
傷
病
補
償
年
金
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

2



理

由

最
近
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
に
鑑
み
、
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
対
す
る
損
害
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
改
定
を
行
う
必

要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

3



非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

参
照
条
文

（
参
照
法
令
一
覧
）

○
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1

○
消
防
組
織
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

○
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
4

○
水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
6
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○
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
（
抄
）

（
補
償
基
礎
額
）

第
二
条

前
条
に
規
定
す
る
損
害
補
償
（
以
下
「
損
害
補
償
」
と
い
う
。
）
は
、
療
養
補
償
及
び
介
護
補
償
を
除
き
、
補
償
基
礎
額
を
基
礎
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
補
償
基
礎
額
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

非
常
勤
消
防
団
員
又
は
非
常
勤
水
防
団
員
が
公
務
に
よ
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
公
務
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に
よ
り
死
亡

し
、
若
し
く
は
障
害
の
状
態
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
死
亡
若
し
く
は
負
傷
の
原
因
で
あ
る
事
故
が
発
生
し
た
日
又
は
診
断
に
よ
り
死
亡
の
原
因
で
あ
る
疾
病
の
発
生
が

確
定
し
た
日
若
し
く
は
診
断
に
よ
り
疾
病
の
発
生
が
確
定
し
た
日
（
以
下
「
事
故
発
生
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
当
該
非
常
勤
消
防
団
員
又
は
非
常
勤
水
防
団
員
が

属
し
て
い
た
階
級
及
び
当
該
階
級
に
任
命
さ
れ
た
日
か
ら
の
勤
務
年
数
に
応
じ
て
別
表
に
定
め
る
額
と
す
る
。

二

消
防
法
第
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
三
十
六
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
十
九
条
第
五

項
（
同
法
第
三
十
条
の
二
及
び
第
三
十
六
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
消
防
作
業
に
従
事
し
た
者
（
以
下
「
消
防
作
業
従
事
者
」

と
い
う
。
）
、
同
法
第
三
十
五
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
救
急
業
務
に
協
力
し
た
者
（
以
下
「
救
急
業
務
協
力
者
」
と
い
う
。
）
又
は
水
防
法
第
二
十
四
条
の
規

定
に
よ
り
水
防
に
従
事
し
た
者
（
以
下
「
水
防
従
事
者
」
と
い
う
。
）
が
消
防
作
業
若
し
く
は
水
防
（
以
下
「
消
防
作
業
等
」
と
い
う
。
）
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救

急
業
務
に
協
力
し
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
消
防
作
業
等
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救
急
業
務
に
協
力
し
た
こ
と
に
よ
る
負

傷
若
し
く
は
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
、
若
し
く
は
障
害
の
状
態
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
八
千
九
百
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
、
そ
の
者
の
通
常
得
て
い
る
収
入
の

日
額
に
比
し
て
公
正
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
一
万
四
千
二
百
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ
を
増
額
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
・
４

（
略
）
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別
表

補
償
基
礎
額
表
（
第
二
条
関
係
）

階

級

勤

務

年

数

十
年
未
満

十
年
以
上

二
十
年
以
上

二
十
年
未
満

団
長
及
び
副
団
長

円

円

円

一
二
、
四
四
〇

一
三
、
三
二
〇

一
四
、
二
〇
〇

分
団
長
及
び
副
分
団
長

一
〇
、
六
七
〇

一
一
、
五
五
〇

一
二
、
四
四
〇

部
長
、
班
長
及
び
団
員

八
、
九
〇
〇

九
、
七
九
〇

一
〇
、
六
七
〇

備
考一

事
故
発
生
日
に
、
当
該
事
故
又
は
疾
病
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
特
に
上
位
の
階
級
に
任
命
さ
れ
た
非
常
勤
消
防
団
員
又
は
非
常
勤
水
防
団
員
の
階
級
は
、
当
該
事

故
又
は
疾
病
が
発
生
し
た
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
属
し
て
い
た
階
級
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

二

一
の
階
級
に
お
け
る
勤
務
年
数
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
階
級
に
任
命
さ
れ
た
日
以
後
の
期
間
と
当
該
階
級
に
任
命
さ
れ
た
日
前
に
お
け
る
当
該
階
級

と
同
一
の
階
級
又
は
当
該
階
級
よ
り
上
位
の
階
級
に
属
し
て
い
た
期
間
と
を
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。
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○
消
防
組
織
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）

（
非
常
勤
消
防
団
員
に
対
す
る
公
務
災
害
補
償
）

第
二
十
四
条

消
防
団
員
で
非
常
勤
の
も
の
が
公
務
に
よ
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
公
務
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
、
若

し
く
は
障
害
の
状
態
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
市
町
村
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
消
防
団
員
又
は
そ
の
者
の
遺
族
が

こ
れ
ら
の
原
因
に
よ
つ
て
受
け
る
損
害
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）
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○
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
（
抄
）

第
二
十
五
条

火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
消
防
対
象
物
の
関
係
者
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
消
防
隊
が
火
災
の
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
消
火
若
し
く
は
延

焼
の
防
止
又
は
人
命
の
救
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
火
災
の
現
場
附
近
に
在
る
者
は
、
前
項
に
掲
げ
る
者
の
行
う
消
火
若
し
く
は
延
焼
の
防
止
又
は
人
命
の
救
助
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

③

（
略
）

第
二
十
九
条

（
略
）

②
～
④

（
略
）

⑤

消
防
吏
員
又
は
消
防
団
員
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
火
災
の
現
場
附
近
に
在
る
者
を
消
火
若
し
く
は
延
焼
の
防
止
又
は
人
命
の
救
助
そ
の
他
の
消
防
作
業
に
従

事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
の
二

第
二
十
五
条
第
三
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
消
防
組
織
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
都
道
府
県
が
市
町
村
の
消
防
を
支
援
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
消
防
吏
員
又
は
消
防
団
員
」
と
あ
る
の
は
、

「
消
防
吏
員
若
し
く
は
消
防
団
員
又
は
航
空
消
防
隊
に
属
す
る
都
道
府
県
の
職
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
五
条
の
十

救
急
隊
員
は
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
傷
病
者
の
発
生
し
た
現
場
付
近
に
在
る
者
に
対
し
、
救
急
業
務
に
協
力
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

②

（
略
）

第
三
十
六
条

（
略
）

②
～
⑦

（
略
）

⑧

第
十
八
条
第
二
項
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
並
び
に
第
三
十
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
第
三
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項

及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
水
災
を
除
く
他
の
災
害
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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第
三
十
六
条
の
三

第
二
十
五
条
第
二
項
（
第
三
十
六
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
二
十
九
条
第
五
項
（
第
三
十
条
の
二
及
び
第
三
十
六
条
第

八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
消
火
若
し
く
は
延
焼
の
防
止
若
し
く
は
人
命
の
救
助
そ
の
他
の
消
防
作
業
に
従
事
し
た
者
又
は
第
三
十
五

条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
救
急
業
務
に
協
力
し
た
者
が
、
そ
の
た
め
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
又
は
障
害
の
状
態
と
な
つ
た
場

合
に
お
い
て
は
、
市
町
村
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
又
は
そ
の
者
の
遺
族
が
こ
れ
ら
の
原
因
に
よ
つ
て
受
け
る
損
害
を

補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

（
略
）

③

第
一
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
が
行
う
救
急
業
務
に
協
力
し
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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○
水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
（
抄
）

（
公
務
災
害
補
償
）

第
六
条
の
二

水
防
団
長
又
は
水
防
団
員
が
公
務
に
よ
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
病
気
に
か
か
り
、
又
は
公
務
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
病
気
に
よ
り
死
亡
し
、
若
し

く
は
障
害
の
状
態
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
水
防
団
長
又
は
水
防
団
員
の
属
す
る
水
防
管
理
団
体
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
市
町
村
又
は
水
防
事
務
組
合
に
あ

つ
て
は
条
例
で
、
水
害
予
防
組
合
に
あ
つ
て
は
組
合
会
の
議
決
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
又
は
そ
の
者
の
遺
族
が
こ
れ
ら
の
原
因
に
よ
つ
て
受
け
る
損
害
を
補

償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

（
居
住
者
等
の
水
防
義
務
）

第
二
十
四
条

水
防
管
理
者
、
水
防
団
長
又
は
消
防
機
関
の
長
は
、
水
防
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
水
防
管
理
団
体
の
区
域
内
に
居
住
す
る
者
、

又
は
水
防
の
現
場
に
あ
る
者
を
し
て
水
防
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
水
防
に
従
事
し
た
者
に
対
す
る
災
害
補
償
）

第
四
十
五
条

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
水
防
に
従
事
し
た
者
が
水
防
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
病
気
に
か
か
り
、
又
は
水
防
に
従
事
し

た
こ
と
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
病
気
に
よ
り
死
亡
し
、
若
し
く
は
障
害
の
状
態
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
水
防
管
理
団
体
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
市
町
村
又

は
水
防
事
務
組
合
に
あ
つ
て
は
条
例
で
、
水
害
予
防
組
合
に
あ
つ
て
は
組
合
会
の
議
決
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
又
は
そ
の
者
の
遺
族
が
こ
れ
ら
の
原
因
に
よ

つ
て
受
け
る
損
害
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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